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第
４
回
定
例
会
が
12
月
5
日
か
ら
17
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
平
成
19
年
度
補

正
予
算
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
案
の
審
議
と
、

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

議
会
審
議
日
程

10
月
26
日　

葛
城
市
議
会
改
革
特
別
委
員
会

11
月
15
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

11
月
28
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
月
5
日　

本
会
議

12
月
6
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
7
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会

12
月
10
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会

12
月
12
日　

本
会
議

12
月
13
日　

本
会
議

12
月
17
日　

本
会
議

議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

【
人
事
案
件
】

■
葛
城
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
同
意 

　

吉
村
正
好　

氏
（
北
花
内
）

　

谷
口
房
子　

氏
（
疋
田
）

【
条
例
関
係
】

■
葛
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

市

議

会

だ

よ

り

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
の
制
度
改
正
に

準
じ
て
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、
一
般
職

の
給
料
表
1
〜
3
級
の
一
部
の
引
き
上
げ

と
、
子
等
に
係
る
扶
養
手
当
を
５
０
０
円

引
き
上
げ
月
額
６
５
０
０
円
と
す
る
改
正
、

ま
た
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．
０
５

月
分
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

郵
政
民
営
化
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
郵
便
差
出
箱
及
び
信
書
差
出
箱
の
設

置
に
係
る
道
路
占
用
料
を
、
1
個
1
年
に
つ

き
、
６
０
０
円
を
徴
収
す
る
た
め
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
予
算
関
係
】

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算　

　
（
第
3
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

総
務
費
で
は
退
職
手
当
特
別
負
担
金
の

追
加
、
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
補
正
と
、
民
生
費
で
は
、
国
・
県
補
助

金
・
負
担
金
の
前
年
度
確
定
に
伴
う
精
算

返
還
、
そ
し
て
都
市
計
画
費
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
費
の
追
加
等
に
よ
り

３
億
１
３
４
９
万
６
千
円
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

国
庫
負
担
金
の
精
算
に
伴
う
返
還
金
と

老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
の
追
加
に
よ
り

１
７
３
３
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
不
用
額
の
整
理
等
に

よ
り
１
０
３
万
７
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　

算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

追
加
等
に
よ
り
、
水
道
事
業
費
用
を

４
６
１
万
１
千
円
追
加
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
本
年
度
予
定
し
て
い
た
寺
口
受
配

水
池
耐
震
補
強
工
事
が
、
国
の
補
助
金
交

付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
国
庫
補
助
対

象
と
な
っ
た
た
め
、
工
事
を
次
年
度
に
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
本
的
支
出
を

１
億
１
０
８
４
万
５
千
円
減
額
す
る
も
の
で

す
。

【
そ
の
他
】

■
字
の
区
域
変
更
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

新
在
家
と
染
野
の
一
部
に
お
い
て
、
農
業

農
村
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
圃
場
区
画
の
形

状
変
更
に
伴
い
、
字
の
区
域
変
更
を
行
う
も

の
で
す
。

■
奈
良
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
共
同

　

処
理
す
る
事
務
の
変
更
、
規
約
の
変
更
及
び

　

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

　

加
に
つ
い
て

■
奈
良
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
の
解
散
に
つ

　

い
て

■
奈
良
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
の
解
散
に
伴

　

う
財
産
処
分
に
つ
い
て

■
奈
良
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償

　

組
合
の
解
散
に
つ
い
て

■
奈
良
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償

　

組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　

　
　
　

い
ず
れ
も
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　
「
奈
良
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
」、

「
奈
良
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
」、「
奈
良

県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
」
の
3
つ
の
一
部
事
務
組
合
を
整
理
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
運
営
の
簡
素
合
理

化
及
び
経
費
節
減
を
図
る
た
め
、
管
理
組
合

及
び
公
務
災
害
補
償
組
合
を
解
散
し
、
退
職

手
当
組
合
に
承
継
し
て
、
そ
の
名
称
を
「
奈

良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
」
と
し
て
運
営

を
行
う
も
の
で
す
。

【
意
見
書
・
決
議
】

　

次
の
2
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
機
関

に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

■
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
充
実
を

　

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
意
見
書
に

　

つ
い
て

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議
録

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ
の
議

会
の
会
議
録
は
、
3
月
頃
に
掲
載
の
予
定
で

す
。）

※
本
会
議
及
び
委
員
会
（
一
部
除
く
）
は
傍

聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
民
か
ら
選
ば

れ
た
市
議
会
議
員
の
議
会
活
動
や
市
政
の
方

針
を
知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
議
予
定
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま

た
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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こ
の
度
、
旧
南
道
穂
公
民
館
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

旧
公
民
館
は
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
か
な
り
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
冷

暖
房
設
備
も
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業
の
補
助
を
受
け
て
新
築
し
ま
し
た
。
建
物
に
は
、
21
畳
の
大
広
間
・
会
議
室
・
調
理
室

な
ど
が
整
っ
て
お
り
、木
造
平
屋
建
て
で
建
築
面
積
は
、1
4
0
．
9
5
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

名
称
も
南
道
穂
公
民
館
か
ら
「
南
道
穂
分
館
」
に
改
め
ら
れ
、
今
後
は
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
い
に
親
し
ま
れ
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

南
道
穂
分
館
完
成
！

　

1
月
10
日
、
新
庄
北
幼
稚
園
の
園
児
40
名
が

相
撲
館
の
土
俵
で
相
撲
を
体
験
し
ま
し
た
。
館

内
の
土
俵
で
即
席
の
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
、

引
率
の
先
生
が
行
司
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

廻
し
を
締
め
た
園
児
達
は
、
お
相
撲
さ
ん
の

気
分
に
な
り
一
生
懸
命
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
ま
し

た
。
相
撲
を
取
ら
な
い
園
児
達
も
自
分
の
ク
ラ

ス
の
選
手
を
精
一
杯
応
援
し
、
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
相
撲

を
取
っ
た
園
児

が
ほ
と
ん
ど
で
、

「
と
っ
て
も
面
白

か
っ
た
」「
ま
た
お

相
撲
を
取
り
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

相
撲
体
験

　

12
月
15
日
、
住
吉
神
社
（
新
庄
）
に
平
成
20
年
の
干
支
、
子
の
絵

馬
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
馬
は
新
庄
に
お
住
ま
い
の
前
田
馨
さ

ん
が
描
か
れ
、
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
子
」
の
字
は
「
ふ
え
る
」
意
味
で
、
種
子
の

中
に
新
し
い
生
命
が
芽
生
え
る
様
子
を
表
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
絵
馬
は
境
内
に
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
19
日
、
新
庄
地
区
（
田
中
邦
男
区
長
）
で

は
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
の
頃
に
、
地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
社
会
福
祉
法
人
ふ
れ
あ
い
の
会

に
お
い
て
食
事
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
朝
か
ら
準
備
さ
れ
た
お
で
ん
や
お
に

ぎ
り
が
持
ち
寄
ら
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
共
に
会
の
み
な
さ
ま
と
楽
し
い
一
時
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
一
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
第
30
回
奈
良
県
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
當
麻
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
子
が
初
優

勝
を
飾
り
、
3
月
28
日
〜
30
日
ま
で
国
立
代
々
木
競
技
場

体
育
館
で
行
わ
れ
る
第
39
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
同
県
大
会
に
お
い
て
県
代
表
と
な
っ
た
當
麻
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
女
子
は
、
3
月
1
日
〜
2
日

に
奈
良
市
中
央

体
育
館
で
行
わ

れ
る
第
32
回
近

畿
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

両
チ
ー
ム
と

も
奈
良
県
代
表

と
し
て
チ
ー
ム

一
丸
と
な
り
上

位
進
出
を
目
指

し
頑
張
り
ま
す
。

全
国
大
会
出
場

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

當
麻
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
子

近
畿
大
会
出
場

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

當
麻
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
女
子

子
の
絵
馬
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懐
か
し
い
顔
が
い
っ
ぱ
い
…
平
成
20
年
成
人
式

　

1
月
14
日
、
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー

ホ
ー
ル
で
、
平
成
20
年
葛
城
市
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
め
で
た
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

白鳳中学校出身の小窪選手

れ
た
新
成
人
は
、
男
性
2
0
4
名
・
女
性

2
4
4
名
、
合
計
4
4
8
名
の
み
な
さ
ん

で
す
。

　

当
日
は
寒
中
と
は
い
え
好
天
に
恵
ま
れ
、

Ⅰ
部
の
式
典
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
當
麻
太
鼓
白
鳳
座
の
和
太
鼓

の
演
奏
で
始
ま
り
、
式
辞
に
続
い
て
来
賓
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
広
島
東
洋
カ
ー
プ
か
ら
第
3
巡
目
で

指
名(

背
番
号
12
）
を
受
け
入
団
さ
れ
ま
し

た
、
白
鳳
中
学
校
出
身
の
小
窪
哲
也
さ
ん
か

ら
お
祝
い
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
届
き
、
会
場

で
は
驚
き
の
一
場
面
も･･･

　

続
い
て
Ⅱ
部
で
は
、
今
回
か
ら
「
新
成
人

に
よ
る
新
成
人
の
た
め
の
成
人
式
」
を
目
的

に
、
昨
年
9
月
か
ら
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
（
12

名
）
が
手
掛
け
た
「
新
成
人
に
よ
る
企
画
」

が
行
わ
れ
、「
ス
テ
ッ
プ
・
チ
ェ
ン
ジ
・
ス

タ
ー
ト
」
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
恩
師
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
や
二
十
歳
に
な
っ
た
決
意
を
発

表
す
る
「
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
・
こ
れ
か

ら
の
自
分
」
の
コ
ー
ナ
ー
・
そ
し
て
最
後
に

は
み
ん
な
で 

I  
W
i
s
h
 
の
「
明
日
へ

の
扉
」
を
合
唱
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
懐
か
し
い
友
だ
ち
と
の
再
会

や
、
中
学
校
の
恩
師
を
囲
み
、
旧
交
を
温
め

あ
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
人
生
を
歩
ま
れ
る
こ

と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。



� 広報「 」平成20年2月号

新
春
を
飾
る
葛
城
市
消
防
出
初
式
を
挙
行

☆ 

奈
良
県
知
事
表
彰

　

消
防
本
部　

消
防
司
令　

高
橋
正
博

　

第
2
分
団　

分
団
長　
　

浅
野　

晃

　

第
6
分
団　

分
団
長　
　

西
川
昌
義

☆ 

奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

第
1
分
団　

分
団
長　
　

増
井
孝
至

　

第
3
分
団　

分
団
長　
　

藤
井
邦
康

☆ 

葛
城
市
長
永
年
勤
続
表
彰

（
対
象
者　

勤
続
25
年
以
上
の
優
良
団
員
）

　

第
1
分
団　

部　

長　
　

仲
嶋
泰
男

☆ 

葛
城
市
長
表
彰

（
対
象
者　

勤
続
15
年
以
上
の
優
良
団
員
）

　

第
4
分
団　

団　

員　
　

芦
高
由
香

　

第
6
分
団　

分
団
長　
　

西
川
昌
義

☆ 

奈
良
県
消
防
協
会
葛
城
支
部
長
永
年
勤
続
表
彰

（
対
象
者　

勤
続
20
年
以
上
の
優
良
団
員
）

　

第
2
分
団　

分
団
長　
　

浅
野　

晃

　

第
2
分
団　

部　

長　
　

福
西
雄
大

　

第
3
分
団　

団　

員　
　

木
原
光
一

☆ 

奈
良
県
消
防
協
会
葛
城
支
部
長
表
彰

（
対
象
者　

勤
続
10
年
以
上
の
優
良
団
員
）

　

第
4
分
団　

団　

員　
　

沖
田
真
一

　

第
5
分
団　

部　

長　
　

中
川
光
広

　

第
6
分
団　

団　

員　
　

植
田
守
彦

　

第
6
分
団　

団　

員　
　

中
井
勇
一

　

第
6
分
団　

団　

員　
　

岡
本
正
人

　

第
6
分
団　

団　

員　
　

石
田
恭
司

☆ 

高
田
警
察
署
長
感
謝
状 

　

第
5
分
団　

副
分
団
長　

田
中
孝
明

（
消
防
署
）

　

1
月
10
日
、
當
麻
健
民
運
動
場
に
お
い
て

市
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
市
消
防

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
消

防
団
員
及
び
消
防
職
員
総
勢
1
4
0
名
、

車
両
9
台
が
参
加
し
、
服
装
や
機
械
器
具
の

点
検
を
受
け
、
分
列
行
進
を
行
っ
た
後
、
新

春
の
青
空
に
む
け
心
を
新
た
に
一
斉
放
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
優
良
消
防
職
・
団
員
と
し
て
、

栄
誉
あ
る
表
彰
並
び
に
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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第
2
回
葛
城
市
民
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

　

1
月
13
日
、
新
庄
中
学

校
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

第
2
回
葛
城
市
民
駅
伝
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
部
の
2.5　

で
は
、
小
学
生
な
ど
3
4
9

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
続
い

て
の
中
学
生
や
一
般
の
5.0

　

で
は
88
名
の
参
加
者
が

真
冬
の
空
の
も
と
次
々
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後

に
は
駅
伝
の
部
が
ス
タ
ー

ト
。
小
学
生
の
部
、
中
学

生
の
部
、
一
般
の
部
、
地

区
の
部
の
合
計
60
チ
ー
ム

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が

チ
ー
ム
の
「
た
す
き
」
を

肩
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

コ
ー
ス
に
元
気
よ
く
駆
け

出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

全
5
区
間
14
．
6　

の

コ
ー
ス
で
は
4
カ
所
の
中

継
所
で
「
た
す
き
」
が
引

き
継
が
れ
、
沿
道
の
声
援 km

km

km

マ
ラ
ソ
ン

小
学
生
男
子
の
部

　

1
位　

籔
内
嘉
久　

　

2
位　

関　

凌
佑

　

3
位　

荒
木
亮
佑

小
学
生
女
子
の
部

　

1
位　

吉
田
奈
津

　

2
位　

村
井　

茜

　

3
位　

米
田
実
晴

中
学
生
男
子
の
部

　

1
位　

矢
野
竜
次

　

2
位　

花
内
雅
紀

　

3
位　

大
河
内
友
翔

中
学
生
女
子
の
部

　

1
位　

中
谷
夏
希

　

2
位　

小
西
美
捺

　

3
位　

筒
井
由
枝

一
般
男
子
の
部

　

1
位　

中
西
広
人

　

2
位　

浦
上
泰
典

　

3
位　

畑
野
一
善

一
般
女
子
の
部

　

1
位　

松
井
み
さ
江

　

2
位　

杦
村
美
和

　

3
位　

村
上
浩
子

駅　

伝

小
学
生
の
部

　

1
位　
新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｄ

　

2
位　

新
庄
小
野
球
部
Ａ

　

3
位　
新
庄
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少
男
子

中
学
生
の
部

　

1
位　

新
庄
中
陸
上
部
男
子

　

2
位　

新
庄
中
野
球
部
Ａ

　

3
位　
新
庄
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

一
般
の
部

　

1
位　

シ
ャ
ー
プ
Ａ

　

2
位　

チ
ー
ム
爽
快

　

3
位　

か
め
さ
ん

地
区
の
部

　

1
位　

新
庄
Ｂ

　

2
位　

新
村　

新
栄
会

　

3
位　

新
庄
Ａ

区
間
賞

小
学
生
の
部

　

1
区　

森
井　

輝

　
　
　
（
新
庄
小
野
球
部
Ａ
）

　

2
区　

田
中
啓
太

　
　
　
（
新
庄
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少
男
子
）

　

3
区　
　

橋
宏
和

　
　
　
（
新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｄ
）

　

4
区　

野
原
敦
也

　
　
　
（
新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｄ
）

　

5
区　

晨　

健
一
郎

　
　
　
（
新
庄
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｄ
）

中
学
生
の
部

　

1
区　

中
橋
勇
起

　
　
　
（
新
庄
中
陸
上
部
男
子
）

　

2
区　

森
井
天
嗣

　
　
　
（
新
庄
中
陸
上
部
男
子
）

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

第
2
回
葛
城
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
親
善
競
技
大
会

○
軟
式
野
球
の
部

（
12
月
9
日
・
16
日

農
村
広
場
）

優　

勝

：

　

新
庄
小
野
球
部

準
優
勝

：

　

疋
田
ボ
ー
イ
ズ

第
3
位

：

　

新
庄
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ー
イ
ズ

　

〃　

：

　

當
麻
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

を
受
け
な
が
ら
選
手
の
力

走
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
、
駅
伝
各
部

門
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

　

3
区　

東
元
望
瑛

　
　
　
（
新
庄
中
バ
ス
ケ
Ａ
）

　

4
区　

岩
本
正
義

　
　
　
（
新
庄
中
陸
上
部
男
子
）

　

5
区　

矢
野
竜
次

　
　
　
（
新
庄
中
陸
上
部
男
子
）

一
般
、
地
区
の
部

　

1
区　

山
﨑
圭
介

　
　
　
（
シ
ャ
ー
プ
Ａ
）

　

2
区　

矢
野
武
志

　
　
　
（
シ
ャ
ー
プ
Ｂ
）

　

3
区　

原
田
尚
志

　
　
　
（
シ
ャ
ー
プ
Ａ
）

　

4
区　

長
岡
健
志

　
　
　
（
シ
ャ
ー
プ
Ａ
）

　

5
区　

松
下
健
太

　
　
　
（
向
聖
台
會
＠
當
麻
）

（
体
育
振
興
課
）
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「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〜 

あ
な
た
の
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

〜

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
約
5
、
0
0
0
万
件
の

記
録
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
11
月
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
を
開
始

し
、
そ
の
結
果
、
皆
さ
ま
の
基
礎
年
金
番
号

の
記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

が
出
て
き
た
方
に
、
平
成
19
年
12
月
か
ら
平

成
20
年
3
月
ま
で
の
間
に
、「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
が
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
方
に

も
、
順
次
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
き
ま

し
て
、
次
の
点
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
．
住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

　

住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
届

け
で
き
ま
せ
ん
。
住
所
の
変
更
・
訂
正
は
ご

自
身
に
よ
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
次
の
手
続
き
先
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者 

　

　
　

市
役
所
の
市
民
課

★ 

厚
生
年
金
加
入
者
お
よ
び

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

　

　
　

厚
生
年
金
加
入
者
の
方
の
お
勤
め
先
の

社
会
保
険
担
当
者
の
方

★ 
年
金
受
給
者

　

　
　

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

�
．
結
婚
等
で
氏
名
が
変
わ
っ
た
方

　

結
び
付
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
を
探
す

た
め
に
も
、
お
手
持
ち
の
古
い
年
金
手
帳
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
氏
名
変
更
の
お
届
け
が

な
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
変
更
の
届
出
を
お

急
ぎ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
．「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の

内
容
の
確
認
と
確
認
後
の
回
答

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
は
、
社
会
保
険

庁
が
把
握
し
て
い
る
加
入
記
録
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が

な
い
か
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
訂
正
が

な
い
場
合
に
は
同
封
の
「
確
認
は
が
き
」
を
、

訂
正
が
あ
る
場
合
に
は
「
年
金
加
入
記
録
照

会
票
」
を
、
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は
】

● 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　

☎
0
5
7
0
（
0
5
8
）
5
5
5

（
ご
利
用
時
間
は
同
封
書
類
で
ご
確
認
を
）

※ 

I
P
電
話
・
P
H
S
か
ら
は
「
03

（
6
7
0
0
）
1
1
4
4
」
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

※ 

一
般
の
年
金
相
談
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
0
5
7
0
（
05
）
1
1
6
5
ま
で
。

● 

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所　
　
　
　

　
　

☎
（
22
）
3
5
3
1　

◎
詳
し
く
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  

http://w
w

w
.sia.go.jp/ 

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（

注
意
）　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

に
関
し
て
、
A
T
M
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
し
て
、
奈

良
社
会
保
険
事
務
局
に
よ
る
出
張
相
談

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
1
回

▼
日　

時

：

2
月
21
日
（
木
）

	

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場　

所

：

	

新
庄
庁
舎
1
階　

市
民
ホ
ー
ル

第
2
回

▼
日　

時

：

3
月
24
日
（
月
）

	

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場　

所

：

	

當
麻
庁
舎
1
階　

市
民
相
談
室

ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

：

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
、
認
印
、
年
金
証
書
、

　

委
任
状
（
代
理
人
の
方
の
場
合
）

◎
詳
し
く
は
、　

奈
良
社
会
保
険
事
務
局

　
　

☎
0
7
4
2
（
32
）
0
5
0
5　ま

で
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後期高齢者医療制度についてお知らせします。
【1】保険料

　後期高齢者医療制度は、高齢者だけではなく国民すべてで支えるという考えのもとで、高齢者の方々が安心

して医療を受けることができるよう、高齢者の皆さまに保険料として一定の負担をお願いし、さらに、現役世

代からも一定の支援を受けることにより成り立ちます。

　保険料として高齢者の皆さまに負担していただくものは、医療の給付にかかる費用の 10％と、保健事業分、

葬祭費などの費用になります。その保険料は、被保険者個人単位で算定し、賦課されます。

　保険料率は、奈良県内では均一を原則とし、広域連合が奈良県の医療給付費などに応じて、2 年ごとに見直

します。

　保険料は、「均等割額」と「所得割額」の合計額となります。算定の基準となる保険料率は次の表のとおりです。

●平成20、21年度の保険料

均等割額 所得割率

保険料率 39,900 円 7.5％

賦課限度額 50 万円

「均等割額」は、被保険者全員が負担します。

「所得割額」は、被保険者の所得に応じて負担します。
（基礎控除後の総所得金額×所得割率）

　所得の低い方については、世帯の所得水準に応じて保険料の均等割額が軽減されます。

　軽減判定の基準となる金額は、被保険者本人と世帯主及び同一世帯の他の被保険者の所得を合計した金額で

す。その金額が次の表の基準を超えない場合、軽減が適用されます。

　なお、世帯主が後期高齢者医療の被保険者でない場合であっても、軽減の判定の際の対象となります。 また、

軽減判定には「申告」が必要になります。全く所得がなかった方や、所得が少なく所得税や市町村民税・県民

税がかからない方、今まで所得の申告をしなかった方、これまで配偶者や子どもなどの被扶養者として申告さ

れてご本人の申告をされていない方も、必ず申告をお願いします。

●均等割額の軽減判定所得基準

7 割軽減 33 万円（基礎控除額）　以下の世帯

5 割軽減 33 万円（基礎控除額）＋
24.5 万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）　以下の世帯

2 割軽減 33 万円（基礎控除額）＋ 35 万円×被保険者数　以下の世帯

保険料や軽減判定の基本的な算定方法は、次の表のとおりです。

●基本的な算定方法

保険料 
（年金収入のみ）

均等割額　…　39,900 円

所得割額　…　（年金収入－ 120 万円（年金控除額）－ 33 万円（基礎控除額））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　× 7.5％（所得割額）

軽減判定 
（年金収入のみ）

本人の所得（年金収入－ 120 万円（年金控除額）－ 15 万円（特別控除））
　　　　　　　　　　　＋世帯主や他の被保険者の所得　＜　上記の軽減判定基準額

【２】保険料の計算の事例
事例①　高齢者本人の 1 人世帯で、

基礎年金収入（79 万円）の場合

年間保険料 ≒ 11,900 円　《月額　約 990 円》

均等割額 《7 割軽減》　11,970 円

所得割額 なし

事例②　高齢者本人の 1 人世帯で、
厚生年金収入（208 万円）の場合

年間保険料 ≒ 81,100 円　《月額　約 6,750 円》

均等割額 《軽減なし》　39,900 円

所得割額 41,250 円



� 広報「 」平成20年2月号

事例④　高齢者 2 人世帯で、夫婦とも基礎年金収入（79 万円）の場合

夫の保険料 妻の保険料

年間保険料 ≒ 11,900 円　《月額　約 990 円》 ≒ 11,900 円　《月額　約 990 円》

均等割額 《7 割軽減》　11,970 円 《7 割軽減》　11,970 円

所得割額 なし なし

事例⑤　高齢者 2 人世帯で、夫が厚生年金収入（208 万円）、妻が基礎年金収入（79 万円）の場合

夫の保険料 妻の保険料

年間保険料 ≒ 73,100 円　《月額　約 6,090 円》 ≒ 31,900 円　《月額　約 2,650 円》

均等割額 《2 割軽減》　31,920 円 《2 割軽減》　31,920 円

所得割額 41,250 円 なし

【３】被用者保険の被扶養者の保険料
　被用者保険（政府管掌健康保険、健康保険組合、共済組合等）の被扶養者の方については、後期高齢者医療
制度の被保険者となった日の属する月から 2 年間、所得割額は課されません。そして均等割額が次のように軽
減されます。
　①平成 20 年 4 月から 9 月までの保険料は、0 円です。
　②平成 20 年 10 月から平成 21 年 3 月までの保険料は、均等割額が 9 割軽減されます。
　③平成21年4月から被保険者となった日の属する月の2年後の月までの保険料は、均等割額が5割軽減されます。
　対象となる方は、後期高齢者医療制度の被保険者となる日の前日において、被用者保険の被扶養者となって
いる方に限ります。

【４】65 才から 74 才の老人保健の障害認定者
　65 才から 74 才の老人保健の障害認定を受けた方は、障害認定の取り下げ（撤回）をしないかぎり、平成 20
年 4 月から自動的に後期高齢者医療の被保険者となります。
　障害認定を受けた方が平成 20 年 3 月 31 日までに障害認定の撤回の申請をした場合は、後期高齢者医療の被
保険者とならず、平成 20 年 4 月からの後期高齢者医療の保険料が発生しません。その時は、必ずなんらかの
健康保険（国民健康保険や社会保険など）に入っていただく必要があります。
　平成 20 年 4 月以後に障害認定の撤回の申請をした場合は、被保険者の資格喪失日を遡及できないので、後
期高齢者医療の保険料が発生する時があります。またその時も、必ずなんらかの健康保険（国民健康保険や社
会保険など）に入っていただく必要があります。
　なお、撤回を申請したにもかかわらず、事務の手続き上、余分に保険料を徴収されてしまうことがありますが、
後日精算し、超過分は返還されます。

事例③　世帯主である子（所得 390 万円）と高齢者本人の 1 人（基礎年金収入 79 万円）が同居する場合

年間保険料 ≒ 39,900 円　《月額　約 3,320 円》

均等割額 《軽減なし》　39,900 円

所得割額 なし

③

②
①Ｈ 20.4 ～Ｈ 20.9

保険料額　0 円

②Ｈ 20.10 ～Ｈ 21.3
保険料を 9 割軽減

保険料額　1,900 円

③Ｈ 21.4 ～被保険者
となった日の属する
月の 2 年後の月まで

保険料を 5 割軽減
保険料額　19,900 円 ④通常の保険料

均等割額 39,900 円と
所得割額の合計半年間の

9 割軽減額
1,900 円

5 割軽減額
19,900 円

本来の
均等割額
39,900 円

0 円→

Ｈ 20.4 Ｈ 20.10 Ｈ 21.4
被保険者となった日の属
する月の 2 年後の月まで

◎詳しくは、市民課まで
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所
得
税
は
、
税
法
に
従
っ
て
自

ら
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く

計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と

い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
が
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申

告
を
し
た
り
す
る
と
、
加
算
税
や

延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確
定
申
告

は
期
限
を
守
っ
て
正
し
く
申
告･

納
税
し
ま
し
ょ
う
。

▽
所
得
税
の
「
確
定
申
告
」

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

・
事
業
を
し
て
い
る
方

・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

・
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

・
給
与
所
得
者
の
方
で
平
成
19

　

年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

　

2
、
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
所
得
者
の
方
で
給
与
所
得
、

　

退
職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得

　

金
額
の
合
計
金
額
が
20
万
円
を

　

超
え
る
方

な
ど
で
す
。

▽
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
給
与
所
得
者
の
方
で
も
、
高

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

や
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入
、
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
し
た
と
き
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

葛
城
税
務
署
で
は
、
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
書
を
2
月
18
日

(

月
）
以
前
で
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
申
告
書
は
早

め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を

作
成
し
、
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す

れ
ば
そ
の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
で

き
る
と
い
う
便
利
な
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
で

は
税
金
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て

お
答
え
し
て
い
ま
す
。

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　
　

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

◇
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー 

　

h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

taxansw
er/

確
定
申
告
は

お
早
め
に
！

確
定
申
告
の
期
間

　

2
月
18
日
（
月
）
～

	

　

3
月
17
日
（
月
）

　

葛
城
税
務
署
で
は
2
月
24
日

（
日
）、
3
月
2
日
（
日
）
い
ず
れ

も
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
正
午

〜
午
後
1
時
は
除
く
）
に
も
確
定

申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付
を

行
い
ま
す
。（
通
常
、
土
・
日
・

祝
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、　

葛
城
税

務
署　

☎
（
22
）
2
7
2
1
で
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
期
間
中
の
相

談
会
場
は
、
広
報
か
つ
ら
ぎ
1
月

号
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土

地
・
建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
所

得
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
税
務
課
で
は
確
定
申
告
相

談
は
で
き
ま
せ
ん
。
税
務
署
で

申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
納
税
は
期
限
内
に

　

所
得
税
の
納
期
限
は
、
申
告
期

限
と
同
じ
3
月
17
日
（
月
）
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
書
を
添
え

て
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は

所
轄
の
税
務
署
で
納
税
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

　

所
得
税
の
納
税
方
法
と
し
て

「
振
替
納
税
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
国
庫
に
振
替
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
納
税
す
る
も
の
で
、
簡
単

な
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す
。
新

た
に
振
替
納
税
を
利
用
す
る
に

は
、
申
告
期
限
で
あ
る
3
月
17
日

（
月
）
ま
で
に
預
貯
金
先
の
金
融

機
関
か
所
轄
の
税
務
署
へ
「
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
振
替
納
税
を
ご
利
用
の

方
の
振
替
日
は
、
4
月
22
日
（
火
）

で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
税
務
署

　

☎
（
22
）
2
7
2
1　

ま
で

申
告
が
必
要
で
す
！

　

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

※
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
、

住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場

合
は
、
翌
年
度
の
住
民
税
（
所
得

割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
以
降
、
住
民
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場

合
、
平
成
20
年
3
月
17
日
ま
で
に
、

平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
お
住
ま

い
の
市
町
村
へ
「
市
町
村
民
税　

道
府
県
民
税　

住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
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区域指定変更案の縦覧

○「都市計画法に基づく開発

許可の基準に関する条例」に

よる区域指定に係る変更案の

縦覧について

  市では、平成 17 年 11 月

29 日付けで区域指定を行っ

た土地の区域のうち、指定区

域境界線の変更を行うため、

以下の区域について県に対し

て区域指定変更の申出を行う

予定です。この区域指定変

更案についてご意見のある方

は、以下の方法でご提出くだ

さい。

● 区域指定変更の

申出を行う土地の区域 

　〔葛城市新在家の一部、

  染野の一部〕

● 区域指定変更の理由

　○山林の地籍確定により、

　　地番界に変更が生じた箇

　　所の変更

● 縦覧場所及び縦覧期間

　○都市整備部都市計画課

　○ 2 月 4 日（月）から

18 日（月）まで

● 意見等の提出方法

　区域指定変更申出案にご意

見のある方は、下記により意

見書を提出することができま

す。

○提出方法 : 本案についての

　意見の要旨及びその理由を

　具体的に記載し、住所及び

　氏名を記入した文書一通を

　市長あてに提出ください。

○提出先 : 都市計画課

○提出期限 :

　　2 月 18 日（月）（必着）

◎詳しくは、都市計画課まで。

し
な
い
・
さ
せ
な
い
高
齢
者
虐
待

　

高
齢
者
が
家
族
、
親
族
な
ど
か

ら
暴
力
を
受
け
る
な
ど
「
高
齢
者

虐
待
」
は
大
き
な
社
会
問
題
と

●
●
●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
●
●
●

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
の
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
防
止
し
て

い
く
た
め
、
2
0
0
6
年
4
月

1
日
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
・
高

齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
高
齢
者
が
尊
厳

を
保
ち
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
虐
待
の
防
止
と

保
護
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
措
置

と
、
さ
ら
に
高
齢
者
を
支
え
る
養

護
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

の
も
の
で
す
。

こ
ん
な
事
が
虐
待
に
な
り
ま
す

▼
身
体
的
虐
待

　

殴
ら
れ
た
り
・
叩
か
れ
た
り
・

蹴
ら
れ
た
り
、
つ
ね
ら
れ
た
り
な

ど
の
暴
力
を
受
け
、
身
体
に
傷
跡

が
見
ら
れ
る
場
合
。
意
思
に
反
し

て
身
体
を
拘
束
さ
れ
た
場
合
な
ど
。

▼
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
暴
力
（
侮
辱
・
脅

迫
な
ど
）
や
、
家
庭
内
で
無
視
さ

れ
心
理
的
に
不
安
定
な
状
況
な
ど
。

▼
経
済
的
虐
待

　

高
齢
者
名
義
の
不
動
産
や
預
貯

金
を
無
断
で
処
分
さ
れ
る
、
年
金

な
ど
の
現
金
を
渡
さ
れ
な
い
・
無

断
で
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
的

不
安
感
を
与
え
ら
れ
た
場
合
な

ど
。

▼
性
的
虐
待

　

性
的
暴
力
ま
た
は
性
的
い
た
ず

ら
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
場
合
。

夫
婦
間
の
強
制
的
な
行
為
も
含
ま

れ
る
。

▼
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
、
食
事

が
準
備
さ
れ
な
い
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
妨
げ
る
、
世

話
を
し
な
い
等
に
よ
り
、
高
齢
者

の
生
活
環
境
や
身
体
的
・
精
神
的

状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
。

ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
閉
ざ
さ

れ
た
環
境
で
発
生
し
ま
す
。

　

気
付
い
た
人
が
一
人
で
解
決
す

る
こ
と
は
大
変
困
難
で
す
。
虐
待

で
は
な
い
か
？
と
感
じ
た
ら
、
ま

ず
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
が
、
虐
待
の
進
行
を
予
防

し
ま
た
問
題
の
長
期
化
を
防
ぎ
、

高
齢
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

■
相
談
窓
口

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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本
人
ま
た
は
、
そ
の
扶
養
者
が
所
得
税
や

市
県
民
税
の
申
告
で
、
障
害
者
控
除
ま
た
は

特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
、
ま
た
は
市
が
発

行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が

必
要
で
す
。
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

● 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
税
の
申
告
時
に
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
昭
和
18
年
1
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
者
と

し
て
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
と
医
師
が
記
載

す
る
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
用
意
見
書(

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

要
介
護
認
定
時
の
主
治
医
意
見
書
に
よ
り

判
定
で
き
る
場
合
は
、
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。)

を
添
え
て
高
齢
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

老
齢
者
の

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
に
つ
い
て

老
齢
者
の

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
に
つ
い
て

　

特
別
弔
慰
金
の

 

　

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

特
別
弔
慰
金
の

 

　

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

第
8
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
の
受
付
が
、
本
年
3
月
31

日
で
終
了
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
で
、
ま
だ
手
続
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
至
急
社
会
福
祉
課
に
て
請
求
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
支
給
の
対
象
者
）

　

平
成
17
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
場
合
に
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

1
．
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
戦

　

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

　

受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な

　

か
っ
た
方
、
平
成
17
年
4
月
1
日
に
お
い

　

て
婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方

　

又
は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し

　

て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

4
．
右
記
3
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　

④
兄
弟
姉
妹

5
．
右
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1

　

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

　

限
ら
れ
ま
す
。）

（
支
給
内
容
）

　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

　

葛
城
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
を
通
じ
て
暮
ら

し
に
役
立
つ
情
報
や
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
質
問
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
や
福
祉
の
ニ
ー
ズ
は
一
層
高
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
地
域
福
祉
の
推
進
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
の
地
域
福

祉
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
り
、
住
民
の

方
々
の
身
近
な
相
談
支
援
者
で
す
。

　

ブ
ロ
グ
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
住
民
が
主
役
の
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

葛
城
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

葛
城
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

一
般
ご
み
の
年
間
排
出
量
の
約
3
割
以
上

を
生
ご
み
が
占
め
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
生
ご
み
減
量
化
に
対
し
て
、
家
庭
用
電

気
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
用
い
た
一
般
家
庭

で
の
取
組
み
な
ど
が
、
大
変
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
処
理
機
で
生
ご
み
を
乾
燥
さ

せ
る
等
に
よ
り
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
さ
ら
に
堆
肥
等
に
有
効
利
用
す
る
こ
と
で

資
源
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
葛
城
市
で
は
、
家
庭
用
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
の
助
成
金
交
付
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

★
交
付
対
象
者

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

・
購
入
し
た
処
理
機
を
設
置
し
、
適
正
に
維

　

持
管
理
が
で
き
る
方

・
処
理
機
に
よ
り
堆
肥
化
さ
れ
た
も
の
を
、

　

適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

★
補
助
金
の
額

・
購
入
価
格(

消
費
税
込
み)

の
1
／
2
に

　

相
当
す
る
額

　

た
だ
し
限
度
額
は
3
0
、
0
0
0
円

　

補
助
金
の
申
請
に
は
、
申
請
書
に
領
収
書

を
添
え
て
市
役
所
の
環
境
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
環
境
課
の
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

生
ご
み
の
減
量
化
は
、
生
ご
み
処
理
機
で
!!

生
ご
み
の
減
量
化
は
、
生
ご
み
処
理
機
で
!!
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「あかちゃん・ならカード」を交付します

　個別子宮がん・乳がん検診の実施期限が迫っています。
　どちらの検診も期限は 3 月末までです。受診を希望される方は新庄健康福祉センター又は當麻保健セン
ターまで、お早めに受診票を取りにお越しください。
　なお、子宮がん・乳がん検診は 2 年に 1 回の受診となっていますので、平成 18 年度中に受診された方
は、今年度は公費負担による検診は受診できません。（ただし、自費で検診を受けることは可能です。）
　また、現在受診票をお持ちの方は、有効期限内に必ず受診頂きますようお願い致します。

☆健康相談
　●日時：2 月 7 日（木）・22 日（金）

　●受付：午前 10 時～午前 11 時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：2 月 5 日（火）・6 日（水）
 　 3 月 4 日（火）・5 日（水）
　●受付：午前 10 時～午前 11 時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：2 月 20 日（水）・21 日（木）
　◆受付：午前 10 時～午前 11 時
　◆場所：新庄健康福祉センター
　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

個別子宮がん・乳がん検診の実施期限が迫っています

　なら子育て応援団が主催する「あかちゃん応援隊」では、妊産婦及び乳児を養育する家庭に対し、料金
等の割引やプレゼントなどのサービスを行っています。
　「あかちゃん・ならカード」はこれらのサービスを受けるために該当する世帯であることを証明するカー

ドで、母子健康手帳の交付と同時に発行しています。なお、平成 19
年 4 月 1 日以降、すでに母子健康手帳の交付を受けている方にもカー
ドを交付しますので、新庄健康福祉センター又は當麻保健センター
に、母子健康手帳をご持参の上、カードの交付を受けてください。
　カードの交付について、制度のしくみなどの詳しい内容は、なら
子育て応援団ホームページ（http://www.kosodate.pref.nara.jp/）
まで、お問い合わせください。

（健康増進課）

麻しん・風しん混合（ＭＲ）予防接種を受けましょう！
　今年度の接種対象者は、次のとおりとなっています。
　対象者
 1期：生後12～24月未満の幼児（1歳児）

 2期：平成13年4月2日～平成14年4月1日生まれ（幼稚園等の年長児）

○対象となる方には既に予診票を送付しています。
○既に麻しん又は風しんにかかった方は、麻しん・風しん混合（ＭＲ）予防接種の対象外となりますので、
　新庄健康福祉センター　☎（69）9900　までご連絡ください。
○ 2 期の接種期間は平成 20 年 3 月 31 日までとなっております。期限を過ぎると、接種費用の公費負担が
　できなくなり、全額保護者の負担となります。できるかぎり早期に受けましょう。
ご不明な点があれば、新庄健康福祉センターまでご連絡ください。
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こ
の
「
人
権
コ
ー
ナ
ー
」（
Q
 a
n
d
 
A

：

質
問
と
答
え
）
が
、
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
、
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
の
資
料
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
私

た
ち
の
社
会
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
１
月
か
ら
「
女
性
と
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
今
月
も
引
き
続
き
こ
の
テ
ー
マ
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

問　

題

（
人
権
政
策
課
）

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
夫
ま
た
は

恋
人
か
ら
「
身
体
的
」「
心
理
的
脅
迫
」「
性
的
強
要
」
の
い

ず
れ
か
を
一
度
で
も
受
け
た
こ
と
の
あ
る
女
性
は
4
人
に
1

人
に
上
る
。

（
答
え
は
コ
ー
ナ
ー
の
最
後
に
あ
り
ま
す
）

　

東
京
都
渋
谷
区
の
会
社
員
遺
体

切
断
事
件
で
、
殺
人
と
死
体
損
壊

な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
た
三
橋
歌
織

被
告
（
33
）
は
、
夫
の
祐
輔
さ
ん

＝
当
時
（
30
）＝
か
ら
Ｄ
Ｖ
（
配

偶
者
間
暴
力
）
を
受
け
て
い
た
こ

と
を
犯
行
動
機
の
一
つ
に
挙
げ
ま

し
た
。

　

内
閣
府
が
平
成
17
年
、
全
国
の

20
歳
以
上
の
男
女
に
行
っ
た
「
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
調

査
」
で
は
、
夫
ま
た
は
恋
人
か
ら

「
身
体
に
対
す
る
暴
力
」「
恐
怖
を

感
じ
る
よ
う
な
脅
迫
」「
性
的
な

行
為
の
強
要
」
の
い
ず
れ
か
、
ま

た
は
い
く
つ
か
を
、
こ
れ
ま
で

　

ま
た
、
被
害
女
性
を
一
時
的
に

保
護
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー
（
一
時
保

護
所
）
を
「
中
央
こ
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
設
置
し
、
被
害

に
一
度
で
も
受
け
た
こ
と
の
あ
る

女
性
は
26
．
7
％
に
上
り
、
女
性

の
4
人
に
１
人
が
深
刻
な
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
被

害
を
受
け
て
い
る
実
態
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
14

年
の
調
査
の
15
．
5
％
か
ら
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

奈
良
県
の
場
合
、
配
偶
者
間
暴

力
に
つ
い
て
「
中
央
こ
ど
も
家
庭

相
談
セ
ン
タ
ー
」「
高
田
こ
ど
も

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
」「
女
性
セ

ン
タ
ー
」
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件

数
は
平
成
8
年
の
57
件
か
ら
平
成

16
年
の
7
0
7
件
と
12
．
4
倍

ひ
ろ
美
さ
ん
は
「
多
く
の
女
性
が

精
神
的
な
圧
迫
や
経
済
的
な
問
題

で
、
現
状
か
ら
す
ぐ
に
逃
げ
出
せ

な
い
の
が
Ｄ
Ｖ
の
根
深
さ
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
の

原
因
は
多
様
で
、
一
方
的
な
男
性

か
ら
の
暴
力
が
あ
る
一
方
、「
女

性
が
男
性
を
追
い
つ
め
た
結
果
、

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど

も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
場
合
、
男
性
側
が
「
自
分

も
心
を
痛
め
て
お
り
被
害
者
だ
」

と
反
論
す
る
こ
と
も
あ
り
、「
家

庭
内
の
事
情
は
複
雑
で
見
え
に
く

い
こ
と
が
、
Ｄ
Ｖ
を
よ
り
深
刻
に

し
て
い
る
。
し
か
し
、
暴
力
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

答
え

：

○

◆
◆
◆
女
性
の
相
談
窓
口
◆
◆
◆

中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
4
2
（
22
）
4
0
8
3

高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
22
）
6
0
7
9

女
性
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
4
2
（
22
）
1
2
4
0

女性の一時保護件数の推移

8

21 20

32
27

54

72 69

79

に
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
警
察

へ
の
相
談
も
平
成
13
年
の
31
件
か

ら
平
成
16
年
は
1
3
5
件
へ
と

増
大
し
て
い
ま
す
。

者
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
を
防
ぐ
た

め
の
緊
急
的
な
保
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

も
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
一

時
保
護
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
平
成
16

年
度
で
79
件
で
あ
り
、
相
談
件
数

の
ほ
ん
の
1
割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

家
族
問
題
の
相
談
を
受
け
る
「
東

京
家
族
ラ
ボ
」
を
主
宰
す
る
池
内

・中央こども家庭相談センター・高田こども家庭相談センター・女性センターの相談件数の推移

57 66 90
159 207

351
413 418

487
60

118
129220 86
91
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▽▼１１９コーナー▲△
平成 19年 12 月中
　　火災…2 件　　救急…　  116 件　　救助…  1 件
平成 19年の累計
　　火災…7 件　　救急…1、257 件　　救助…17 件

（高田警察署）

　サイバー犯罪にご注意 !!
  《家族みんなで気をつけよう》

・ＩＤ、パスワード、金融情報等
の個人情報は入力しない。
・ネットバンキングなどのイン
ターネット取引には利用しない。
④無線ＬＡＮ

「使用するときは
セキュリティ設定を忘れずに」

●●　対　策　●●

・セキュリティ設定（暗号等）を
必ず行う。
・使わないときはパソコンや無線Ｌ
ＡＮルータの電源をＯＦＦにする。

２. 青少年の方、そして保護者の方へ

①ネットゲーム  
「ゲーム内の“ルール違反”では

すまされない不正アクセス」
●●　対　策　●●

・ルール、マナーを守ってプレイ
する。
・パスワードを他人に教えない。
②出会い系サイト

「甘い言葉の奥に、恐ろしいワナが」
対　策

・ 出会い系サイトは、見ない。書
き込まない。絶対に会わない。
③誹謗中傷

「掲示板の管理者やプロバイダ等
に掲示文の削除等を相談」

●●　対　策　●●

・ホームページや掲示板は、どの
ような人が見ているかわかりませ
んから自分や家族、友達の個人情
報を安易に載せないようにしま
しょう。
・自分の個人情報をある程度公開

しなければならないときは、電話
番号や詳細な住所などまで本当に
必要なのか、十分に考えて実行し
ましょう。
・他人の個人情報を本人の許諾なく
掲載することは厳に慎みましょう。
④架空、不当請求メール

「架空、不当請求メールには
落ちついて対応」

●●　対　策　●●

・慌てて料金を支払わない。
・メールを返信したり問い合わせ
の連絡先に連絡しない。
・不審なＵＲＬをクリックしない。
・証拠を保全しておく。
⑤インターネットオークション詐欺
●●　対　策　●●

・エスクローサービスや代金着払
いなど安全な方法で取り引きする。
・オークション外での直接取引に
は応じない。
・パスワードは簡単なものを設定
しない。
・相手の銀行口座の控え、振込の
控え等を保管しておく。
・取引時のホームページやメール
を印刷しておくよう心がける。

　サイバー犯罪の被害に遭った場
合は、
○奈良県警察本部

サイバー犯罪対策（県民相談係）
 ☎ 0742（23）0110
○高田警察署、生活安全課
 ☎（22）0110

１. ネットショッピングや
ネットバンキングを利用の方へ

①スパイウェア 
「もっとも要注意！

個人情報を盗み取る悪質ソフト」
●●　対　策　●●

・不審なＣＤ－ＲＯＭやソフト
ウェアは使わない。
・使っているＯＳのアップデート
をきちんと行う。
・スパイウェア駆除機能付ウィル
ス対策ソフトを適切に使う。
②フィッシング

「アクセスしたページが
もし偽物だったら」

●●　対　策　●●

・メールやホームページで個人情
報を聞かれても安昜に答えない。
・実在する金融機関等からのメー
ルを装う手口が多いので不審に
思ったら 104（電話番号案内）等
で確認した電話番号に電話するな
どしてその金融機関等に直接問い
合わせる。
・メール本文のＵＲＬをクリック
しない。（直接入力するか、「お気
に入り」等に登録しておく）
・フィッシングやスパムメール対
策用のソフトウェアを適切に使う。
・フィッシングページを見つけた
らフィッシング 110 番（サイバー
犯罪相談窓☎ 0742（23）0110
へ通報する。
③インターネットカフェ

「消したつもりでもデータは残る」
●●　対　策　●●

　情報通信ネットワークの急速な普及に伴い、インターネットを利用したショッピングやオークション、イン
ターネットバンキング等、様々なサービスが提供されるようになり、私たちの生活は便利なものとなりました。
　その一方、インターネットを利用した詐欺事件や悪質商法、薬物の販売、ホームページの改ざんやわいせつ
画像の陳列などのサイバー犯罪も急速に増加し、社会や経済活動に大きな悪影響を及ぼしています。

〈トラブルに巻き込まれない対策〉
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２００８年
３月９日（日）

【会　場】新庄文化会館（マルベリーホール）
【入場料】全席指定５，０００円（当日券５００円増し）
　　  　　※友の会価格４，５００円

チケットぴあ　P コード２７５−８５７　ローソンチケット　L コード５４４５７

開場　１４：３０
開演　１５：００

2月1日～3月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

69-6368

57-0300【大和広陵高等学校】

62-2508【大正中学校】 

48-2811【生涯学習課】 

69-4600【新庄文化会館】  

 2

 3

 2/21（木）～ 25（月）

 3/  1（土）～ 14（金）

2

3

2

10

17

24

29

9

土

日

日

日

金

日

華表保育園生活発表会

奈良県高等学校連合音楽会

教育を考える集い（一人芝居）

葛城市生涯学習まちづくり推進大会

子ども達への人形劇鑑賞会

由紀さおり・安田祥子童謡コンサート21

関係者

関係者

無 料

無 料

関係者

有 料

華表保育園

奈良県高等学校音楽教育研究会

御所市教育を考える集い実行委員会

葛城市教育委員会

国際ソロプチミスト - あすか

葛城市

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

14：00

12：00
16

  9

土

日

第4回ミュージックフェア in かつらぎ

葛城市勤労者会カラオケ発表会

無 料

無 料

葛城市小・中学校音楽教育研究会

葛城市勤労者会

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713

火 水 木木金 土 日 金 土 日 木木 金月 火 水 火 水月 土 日 月 木木 金 火土 水 水木木 金 土日 月 火日 月

1819 2021222324252627282914

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 2021222324252627282914

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

48-2059

48-2876（吉村）

  9：00～12：00

13：00～

10：30～12：00

13：00～15：30

10：00～11：40

15：00～

展示室（マルベリーホール）

69-4646

69-7171

原画展

防火ポスター展示

無 料

無 料

葛城市立新庄図書館

葛城市消防本部

期  間 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

  9：00～17：00

  9：00～17：00
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

 6  7  8  9 101112 15161713 17

金 土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 木木 金日月 火 水 火 水 水月 土 木木 金 土日 月 火日 月

1819 2021222324252627282914

 6  7  8  9 101112 151613 171819 2021222324252627282914  2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5 2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

 

図
書
館
だ
よ
り

2 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】　

　

日
時

：

2
月
9
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

　
『
そ
れ
い
け
！
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
1
』 

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

2
月
10
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
ね
ず
み
く
ん
と
ゆ
き
だ
る
ま

　

お　

話
…
だ
め
と
い
わ
れ
て
ひ
っ
こ
む
な

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
ね
ず
み
と
か
ぜ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
雪
女

　

絵　

本
…
ゆ
き
が
ふ
っ
た
ら

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

2
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
・
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

組
み
木
…
て
ぶ
く
ろ

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
ね
こ
の
お
い
し
ゃ
さ
ん

　

絵　

本
…
い
た
い
の
い
た
い
の
と
ん
で
い
け　

ほ
か

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
き
ん
ち
ゃ
く
ひ
ろ
っ
た
オ
ン
ド
リ

　

絵　

本
…
さ
る
の
ひ
と
り
ご
と

　

紙
芝
居
…
ヒ
ギ
ン
ス
さ
ん
と
と
け
い　

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

週末海外！仕事が忙しいあなたのための
サンデートラベラーの旅行＆仕事術
吉田友和／著

漱石先生の事件簿
猫の巻
柳広司／著

　

年
間
50
日
以
上
旅
を
す
る
著
者
が
、
限

ら
れ
た
休
み
を
有
効
活
用
し
た
海
外
旅
行

の
方
法
を
指
南
し
ま
す
。「
旅
の
ノ
ウ
ハ

ウ
編
」
と
「
旅
行
記
編
」
か
ら
成
り
、
お

得
に
旅
を
す
る
た
め
の
裏
技
、
旅
デ
ー
タ
、

こ
ぼ
れ
話
が
満
載
。
旅
先
で
撮
ら
れ
た
写

真
の
数
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
魅
力
を

余
す
こ
と
な
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

変
わ
り
者
の
英
語
教
師
「
先
生
」、
名

前
の
な
い
「
猫
」、
そ
し
て
先
生
以
上
に

風
変
わ
り
な
人
々
。
こ
の
人
た
ち
の
周
り

で
起
こ
る
奇
妙
な
事
件
を
、
先
生
の
書
生

で
あ
る＜

僕＞

が
次
々
と
解
決
し
て
い
き

ま
す
。

　

夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を

下
敷
き
に
書
か
れ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
。
原
作

を
読
ん
だ
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
楽
し
め

る
作
品
で
す
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　養老訓 養老孟司 ○
　モンスターマザー　世界は「わたし」でまわっている 石川結貴 ○
　中国のかわいいデザインたち かたやまむつみ ○
　買わせる技術 松本朋子 ○
　米朝よもやま噺 桂米朝 ○
　お金を使わない英語勉強法 小坂貴志 ○
　司馬�太郎事典 志村有弘 ○
　リリイの篭 豊島ミホ ○
　ガイシの女 汐見薫 ○
　 ベスト・アメリカン・ミステリ　クラック・コカイン・ダイエット スコット・トゥロー ○
★ついていったら、だまされる 多田文明 ○
★発見！恐竜のミイラ フィリップ・ラーズ・マニング ○
★ゆきのかたち 高橋健司 ○
★四字熟語ショウ 村上康成 ○
★ロボットとあおいことり デイヴィッド・ルーカス ○
★ちいさなぽむさん エリック・バトゥー ○
★フーさんにお隣さんがやってきた ハンヌ・マケラ ○
★はこいりひめのきえたはこ 斉藤洋 ○
★すみれちゃんは一年生 石井睦美 ○
★チェスト！　かんばれ、薩摩隼人 登坂恵里香 ○

特
別
整
理
休
館
と
そ
れ
に
伴
う
特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

當
麻
図
書
館
で
は
3
月
3
日
（
月
）
か
ら
14

日
（
金
）
の
間
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
に
さ
き
が
け
、
2
月
16
日
（
土
）

か
ら
特
別
貸
出
を
行
い
ま
す
。
お
一
人
10
冊
、

返
却
期
限
は
3
月
16
日
（
日
）
で
す
。
利
用
者

の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

	
税
の
納
期

　

2
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
8
期
分
の

納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
2
月
29
日
（
金
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
、
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
展
示
会
】

　
『
四
季
耕
作
図
の
世
界
』

▼
会　

期

‥

開
催
中
〜
3
月
23
日
（
日
）

▼
入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
公
開
講
座
】

　
『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
11
回
）

　
　
「
四
季
耕
作
図
の
展
開
と
受
容
」

▼
日　

時

‥

2
月
9
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

▼
講　

師

‥

藤
井
裕
之
氏

（
吹
田
市
立
博
物
館
学
芸
員
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

 
 

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

　

　

　

	

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
2
月
11
日
（
月

：

建
国
記
念
の
日
）
は
祝

日
で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収

集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

‥

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
辨
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・
山
口
・

梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

	

日
本
の
話
芸

〜
落
語
の
世
界
の
お
も
し
ろ
話
〜

　

落
語
家
・
笑

し
ょ
う
ふ
く
て
い
じ
ゅ
ん
ぺ
い

福
亭
純
瓶
氏
を
お
招
き
し

て
、
落
語
の
世
界
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

ま
す
。

▼
日　

時

：

3
月
2
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
場　

所

：

當
麻
文
化
会
館
3
階
セ
ミ
ナ
ー
室

▼
対
象
者

：

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
か

市
内
に
お
勤
め
の
方

▼
定　

員

：

50
人

※
申
し
込
み
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

　

	

教
室
・
講
座
作
品
発
表
会

　

葛
城
市
内
で
は
生
涯
学
習
関
連
の
教
室
、

講
座
が
多
く
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

教
室
、
講
座
生
を
対
象
に
し
た
作
品
展
示
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

対
象
は
平
成
19
年
度
の
生
涯
学
習
教
室
、

講
座
生
で
す
。（
地
区
公
民
館
も
含
み
ま
す
）

▼
日　

時

：

3
月
2
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場　

所

：

當
麻
文
化
会
館
2
階
大
・
中
・
小
研
修
室

　

今
回
が
初
め
て
の
企
画
で
す
が
、
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

　

	

市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
市
県
民
税
申
告
の
申
告
期

間
は
、2
月
18
日
（
金
）
〜
3
月
17
日
（
月
）

ま
で
で
す
。（
土
・
日
を
除
く
）

　

市
役
所
新
庄
庁
舎
2
階
会
議
室
、
當
麻
庁

舎
1
階
市
民
相
談
室
で
受
付
し
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

こ
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行

や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
の
資
料
と
し
て

も
必
要
で
す
。
収
入
の
な
か
っ
た
方
も
、
そ

の
状
況
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地
・
建

物
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
税
務
課
で
は
確
定
申
告
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
。
税
務
署
で
申
告
の
相
談
・

申
告
書
の
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
。

　

 

消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時
‥

2
月
12
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎
分
庁
舎 

1
階
会
議
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

　

 

紙
芝
居
原
画
展

　

図
書
館
で
は
葛
城
市
内
に
伝
わ
る
民
話

を
掘
り
起
こ
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
数
年
に
わ
た
り
「
葛
城
の
郷
風

土
記
制
作
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記

の
期
間
、
完
成
し
た
民
話
紙
芝
居
の
原
画
展

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
月
24
日
（
日
）
の
生
涯
学
習
推

進
大
会
に
お
い
て
「
民
話 

紙
芝
居
」
を
上

　

演
し
ま
す

▼
期　

間

‥

2
月
21
日
（
木
）
〜
25
日
（
月
）

▼
場　

所

‥
新
庄
文
化
会
館
展
示
室

◎
詳
し
く
は
、新
庄
図
書
館
☎（
69
）
4
6
4
6
ま
で
。

	

え
い
が
か
い
の
お
知
ら
せ

▼
日　

時

：

2
月
16
日
（
土
）

 

1
回
目　

午
前
10
時
30
分
〜

 

2
回
目　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
場　

所

：

當
麻
図
書
館

　
『
鬼
の
子
と
ゆ
き
う
さ
ぎ 

』
22
分

　
『
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子 

』
38
分

　

午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容
を
上
映
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

 

☎
（
48
）
6
0
0
0
ま
で
。
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増	

改	

築	

相	

談

▼
日　

時

‥

2
月
3
日
（
日
）・
3
月
2
日
（
日
）

 
 

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
48
）
5
3
7
5

▼
日　

時

‥

2
月
23
日
（
土
）

 
 

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

▼
場　

所

‥
中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
計

画
課
ま
で
。

　
	

個
別
相
談
会
開
催

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人
工

膀
胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
は
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
、
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
一
人
で
閉
じ
こ

も
ら
な
い
で
、
専
門
家
に
、
ま
た
同
憂
の
先

輩
と
相
談
し
て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
場
所

：

① 

2
月
19
日
（
火
）
午
前
9
時
〜
正
午

　

県
文
化
会
館　

第
3
会
議
室

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
6
ー
2

近
鉄
奈
良
駅
下
車
）

② 

2
月
23
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
正
午

　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
3
2
0
ー
11

近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
下
車
）

▼
相
談
料

：

無
料

▼
相
談
員

：

専
門
看
護
師
、
同
憂
の
先
輩

▼
対
象
者

：

県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

◎
詳
し
く
は
、

（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会 

奈
良
県
支
部
事
務
局

☎
（
44
）
2
8
9
0
（
三
上
）
ま
で
。

　

 

ふ
れ
あ
い
大
相
撲

「
け
は
や
座
場
所
」

相
撲
発
祥
の
地
に
お
相
撲
さ
ん
が
や
っ
て
く
る

▼
日　

時

：

2
月
23
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

▼
場　

所

：

相
撲
館
「
け
は
や
座
」                    

▼
内　

容

：

1 

力
士
に
よ
る
模
範
稽
古

2 

相
撲
体
験
教
室（
親
方
・
力
士
に
よ
る
指
導
）

3 

余
興                                  

　

・
相
撲
太
鼓
披
露
（
呼
出
し
扇
太
郎
）

　

・
相
撲
甚
句
披
露
（
け
は
や
相
撲
甚
句
会
）

　

・
お
相
撲
さ
ん
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

・
記
念
写
真                                

　

・
田
子
ノ
浦
親
方
に
よ
る
サ
イ
ン
会

　

相
撲
館
で
は
田
子
ノ
浦
親
方
（
元
前
頭
筆

頭　

久
島
海
）
は
じ
め
、
田
子
ノ
浦
部
屋
力

士
が
来
館
し
、
ふ
れ
あ
い
大
相
撲
「
け
は
や

座
場
所
」を
開
催
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

小
学
生
の
参
加
者
を
左
記
の
通
り
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
参
加
希
望
の
方
は
葛
城
市

相
撲
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

：

市
内
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生

の
男
女  

30
名

▼
申
込
方
法

：

相
撲
館
に
来
館
時
、
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
。（
火
・
水
休
館
）

※ 

申
込
の
際
に
当
日
の
段
取
り
を
説
明
し
ま
す
。

▼
締　

切

：

2
月
15
日
（
金
）

　

	
移
動
講
座

～
市
民
主
導
型
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
上
げ
と
運
営
～

　

今
回
は
、
12
月
に
香
芝
市
で
行
わ
れ
て
い

る
市
民
主
導
型
イ
ベ
ン
ト
「
香
芝
冬
彩
」
の

実
行
委
員
長
を
お
招
き
し
て
、
祭
典
に
か
け

る
熱
き
思
い
や
苦
労
話
な
ど
を
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
日　

時

：

2
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
場　

所

：

當
麻
文
化
会
館
2
階
大
研
修
室

▼
講　

師

：

香
芝
冬
彩
実
行
委
員
会

 
 

委
員
長　

出
川　

洋 

氏

▼
対
象
者

：

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
か

市
内
に
お
勤
め
の
方

※
申
し
込
み
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
。

　

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
１
月
号
掲
載
の
松
村
実
秀
氏
の

受
章
名
は
瑞
宝
双
光
章
の
誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

の
分
析
調
査
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
既

存
の
民
間
建
築
物
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
の
分
析
調
査
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
建
築
物

：

市
内
で
多
数
の
人
が

利
用
す
る
民
間
の
建
築
物
（
店
舗　

診
療
所

事
務
所
な
ど
）
の
共
同
で
利
用
す
る
部
分 

※ 

個
人
の
住
宅
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

▼
補
助
対
象
者

：

市
内
で
補
助
対
象
建
築
物

を
所
有
し
て
い
る
人
（
共
有
建
築
物
の
場
合

は
、
共
有
者
全
員
の
合
意
に
よ
る
代
表
者
）

▼
補
助
対
象
ア
ス
ベ
ス
ト

：

ひ
る
石 

パ
ー

ラ
イ
ト
な
ど
を
除
く
ア
ス
ベ
ス
ト
お
よ
び
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
（
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル 

な
ど
）

▼
補
助
対
象
経
費

：

1
カ
所
9
0
、
0
0
0

円
を
限
度
額
と
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
に

要
し
た
必
要
経
費

▼
補
助
金
額

：

必
要
経
費
の
2
／
3

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

　 ▼
問
合
先

：

相
撲
館　

☎
（
48
）
4
6
1
1

▼
そ
の
他

：

人
数
に
到
達
次
第
申
し
込
み

を
締
め
切
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
相
撲
館

 

ま
た
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。



　市では、住民の皆さまの身近な相談窓口として、
人権擁護委員、行政相談委員、民生児童委員が様々
な相談に応じています。人権に関すること、登記・
道路・福祉・年金・保険など行政に関すること、そ
の他心配なこと、困っていることがありましたらお
気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

●日時　2月 14日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　2月 21日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　2月 28日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課
	 	 	 	 ☎	69-3001
　　　　　　　社会福祉協議会	 ☎	48-3373

●日時　2月 21日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　2月 28日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
◎相談会場
　　　　大和高田市総合福祉会館・香芝市役所・橿
　　　　原市役所・王寺町地域交流センター・上牧
　　　　町保健福祉センター・桜井市中央公民館・
　　　　青垣生涯学習センター（田原本町）・宇陀
　　　　市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
　　　　下市町役場・大淀町役場
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
＊	日時等は、電話でご確認ください。


